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　　人壌の動き
一書2潟1臼現違一一

男　　　4，527（一4〉

女4，576（瑠）
計9，贋03（一21）
世帯数2，265（一8）

　（1は前月比較
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注意して渡ろうね
みんなで約束交通安全
　　　　　　　　　　　　　一11月14日　橘保育園一

　県警交通安全教育車rゆきつばき号」が、やってき
ました。

　この車には腹話術のケンちゃんと、大きなぬいぐる

みの「パンダ」さんが乗ってきました．

　道路を渡るときは、どんなことに気をつけたらよい

か、ケンちゃんやパンダさんと楽しく勉強しました．
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休日救急医は12ページです。
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路総延長
町
道
駈
キ
ロ

十
一
月
十
三
日
道
路
除
雪
協
力
会

（
滋
野
一
郎
会
長
）
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
事
業
経
過
と
決

算
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、
こ
と
し
の

除
雪
計
画
を
審
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
町
道
で
は
、
中
屋
敷
北
原
線
、
元

町
新
町
新
田
線
、
仁
田
東
浦
二
号
線
、

中
仙
田
東
浦
一
号
線
な
ど
八
路
線
で

四
キ
ロ
の
新
設
や
区
間
延
長
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
ど
お
り
、
川
西
町
除
排
雪
共

同
企
業
体
（
代
表
吉
楽
土
建
）
に
、

町
内
全
路
線
の
除
排
雪
作
業
を
一
括

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
順
不
同

福題北村吉
田欝越楽
石壁務工土

材業店業建

第2種除雪道路
　　　（瀞蟹罐辮罷該場合に）

上野地区

羽
鳥
建
設

星
名
建
設

押
木
建
設
区

高
橋
建
材
工
業
地

井
川
建
設
手

　
　
　
　
　
　
千

路　　線　　名
除　　雪 区　　間
起　　　点 終　　　　点

上　野　向　山　線 県　　　　　　道 上野鶴吉線
上　野　北　原　線 〃 松乃井酒蔵
元町部落内1号線 全　　　　　線
新町新田中学校線 上野西浦2号線 上野西浦3号線
上野東浦1号線国　道　252号下平新田堤線
上野西浦1号線 上野西浦2号線上野下平新田元町線
〃　　　2号線 山喜屋豆腐店 新町新田中学校線
〃　　　3号線 農　　　　　協 〃

〃　　　4号線 根津石三宅 上村峰松宅
〃　　　5号線 上野西浦1号線勝見屋商店
元町新町新田線 押　木　登　宅 県　　　　　　道
新町新田寺ケ崎1号線 公　民　館　前 新町新田環状線
新町新田岩瀬線 県　　　　　　道 川　西　ダ　　ム
下平新田三領線 下平新田神社下 三領公民館
三領木落1号線三領部落内線 高橋勇吉宅

地区橘

路　　線　　名
除　　雪 区　　間
起　　　点 終　　　　点

木落部落内1号線 全　　　　　　線
〃　　　2号線 〃

〃　　　3号線 〃

仁　田　塩　辛　線 熊の堂入口三差路 塩辛公民館
塩辛寺ケ崎線 渡辺工務店 塩　　　　　辛
木　落　原　田　線 山崎武治宅裏 下　　原　　堤
仁　田　東　浦　線 橘　小　学　校 川崎清一宅
野　口　西　浦　線 村越辰雄宅 片桐巧八郎宅

〃 大久保靖孝宅 村　越　勝　宅
野　口　環　状　線 須藤亮助宅 県　　　　　　道
野口下原2号線 下　原　三　方 下原公民館
原　田　下　原　線 下　　原　　堤 県　　　　　　道
原　　田　　北　　線 丸山一徳宅 取安神社下
野　口　原　田　線 高橋博行宅 池　竹　広　宅

〃 野口大原線 野口環状線
仁田東浦2号線 全　　　　　線
三領木落1号線田口幸平宅 木落部落内2号線

路　　線　　名
除　　雪 区　　間
起　　　点 終　　　点

山野田西浦線 平野機械店 田中悌一郎宅
中島町栄町線 朝日町町内

〃 山野田原栄町線 山野田下平線
〃 県　　　　　　道 柳　沢　商　店

中島町山野田原線 中島町栄町線 山野田原栄町線
山野田原栄町2号線 千手ストアー J　R駐車場

〃 宮本昌幸宅 相　崎　武　宅
田中四郎兼線 南雲徳吉宅 幹　　　　　線
東　　善　　寺　　線 高橋孝一宅 〃

裏　町　学　校　線 関口真人宅 高橋定一郎宅
田　中　寺　尾　線 田中藤沢線 中屋敷長福寺線
木　島　伊　友　線 千　手　農　協 高橋芳造宅
伊　友　東　浦　線 高原田伊友小根岸線 伊友公民館
伊　友　西　浦　線 全　　　　　線

木島高原田線 星名米太郎宅 高原田坪山線
高原田東浦線 佐渡屋商店 柳　和　夫　宅
高原田西浦1号線 全　　　　　線
高原田西浦2号線 佐渡屋商店 高原田元町線
古屋敷北原線 小　八　屋　脇 星名忠夫宅

〃 大和自動車 川　西　高　校
裏　町　沖　立　線 平野綱一宅 数藤喜久雄宅
坪山部落内線 高橋弘蔵宅 部落内環状線全線
坪山ため池線 高　橋　建　材 高橋弘蔵宅
坪　山　霜　条　線 坪山ため池線 霜条公民館
霜条鶴吉1号線霜条公民館 清　　竜　　寺
霜条鶴吉2号線蔵品泰治宅 蔵品完三宅
霜条坪山南原線 坪山霜条線 幹　　　　　線
霜　条　北　原　線 霜条公民館 総合体育館
上　野　鶴　吉　線 鶴吉公民館 幹　　　　　線

仙田地区
路　　線　　名

除　　雪 区　　間
起　　　点 終　　　点

新町新田岩瀬線 国　道　404　号 登坂松二宅
岩瀬部落内1号線 〃 中村昌弘宅
田戸越ケ沢トンネル線 越ケ沢トンネル出口 田　　　　　　戸

中仙田東浦1号線 南雲田平治宅 龍巳ドライブイン
〃 小林義幸宅 小林徳平宅
〃　　2号線 登坂勝朋宅 国　道　404　号

中仙田西浦3号線 国　道　404号 中仙田新屋敷線
中仙田　薬師　線 〃 〃

田戸部落内線 田戸藤沢線 樋口虎一宅裏
田　戸　藤　沢　線 県　　　　　　道 〃
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灘

除雪道
p
　
彦

　
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

◆
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
除
雪
道
路
は
全
面
駐
車

禁
止
で
す
。

◆
法
律
で
、
道
路
上
に
雪
を
捨
て

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
一
、
屋
根
の
雪
を
落
と
し
た
ら

す
ぐ
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
消
雪
パ
イ
プ
は
、
午
後
二
時
か

ら
一
二
時
ま
で
と
、
四
時
か
ら
五
時

ま
で
の
二
時
間
運
転
を
休
み
ま
す
。

灘
購
翼

騒

騰

一学校町で一昭和62年の除雪作業

上野地区
除　　雪 区　　間

路　　線　　名
起　　　点 終　　　点

高原田伊友小根岸線 国　道　252　号 焼　土　工　場

三領部落内線 三領部落内全線
元町新町新田線 国　道　252　号 押　木　登　宅
上野下平新田元町線 県　　　　　　道 長　　安　　寺

元町中子環状線 国　道　252　号 なかま　の家
上野下平新田元町線 星名仁作宅 県　　　　　　道
下平新田環状線 下平新田部落内全線
〃　　中沢線 下平新田環状線三方 下水処理場
新町新田環状線 新町新田部落内全線

第1種除雪道路
（編簾麓自轟線）

千手地区

地区橘
除　　雪 区　　間

路　　線　　名
起　　　点 終　　　止

木　落　環　状　線 木落部落内全線

仁田大原1号線岡島盛治宅 大和伸管所
仁田四十歩1号線 県　　　　　　道 橘　小　学　校

仁田五升苗線 仁田駐在所 ハ　　リ　マ　　ヤ
木　落　原　田　線 下　　原　　堤 取　安　神　社
野　口　大　原　線 堂　　の　　前 諏　訪　神　社
野　口　環　状　線 〃 仁田野口線
仁　田　野　口　線 米　岡　石　油 橘ライスセンター

野口下原1号線 橘　郵　便　局 下　　原　　堤
原　田　根　深　線 取　安　神　社 根　　　　　　深

原田部落内線 丸安製材所 取　安　神　社

プ

仙田地区
除　　雪 区　　間

路　　線　　名
起　　　点 終　　　点

田　中　藤　沢　線 国　道　404　号 室島水源池
赤　谷　西　浦　線 高橋達男宅 公　　民　　館
赤　谷　東　浦　線 田村幸栄宅 青　山　商　店
室　島　神　社　線 国　道　404　号 相　　国　　寺

室島東浦1号線 全　　　　　　線 室島東浦2号一部
小　脇　高　倉　線 県　　　　　　道 高倉環状線
高　倉　環　状　線 〃 小脇高倉線
中仙田新屋敷線 小林善一郎宅 関　川　屋　　宅

除　　雪 区　　間
路　　線　　名

起　　　点 終　　　点

山野田下平線 県　　　　　　道 永井コンクリート
山野田原栄町線 高橋寅義宅 丸　山　透　宅

〃 平　野　稔　宅 高橋寅義宅
中島町栄町線 山野田下平線 宮　新　一　宅
山野田西浦線 くりや商店脇 北村直次宅
山野田大谷堤線 北村直次宅 幹　　　　　線
四　　郎　　兼　　線 新保クリーニング 山野田大谷堤線

山野田下平線
東善寺籠堤線

中島町栄町線
県　　　　　　道

県　　　　　　道

幹　　　　　線

山野田木島線 山野田下平線 小　　島　　屋
栄町上新井沖立線 中島町栄町線 千　手　神　社
裏　町　学　校　線 市川良夫宅 千手小学校前
水口沢沖立中屋敷線 坂　　新　　　宅 高嘉商店前
田　中　藤　沢　線 孫　六　商　店 水　　源　　池

寺尾千手城跡線 千手郵便局脇 長福寺入口
中屋敷長福寺線 高嘉商店脇 幹　　　　　線
木　島　坪　山　線 木　島　住　宅 〃

木　島　伊　友　線 高橋芳造宅 羽鳥徳二宅
高原田伊友小根岸線 丸佐屋商店 観　　音　　様
北　原　伊　友　線 土改事務所 川　西　高　校
伊　友　西　浦　線 星名仁作宅 高原田伊友小根岸線
高原田元町線 丸佐屋商店 幹　　　　　線
東山新町新田線 十　日　町　境 井川製材所
沖　立　学　校　線 相崎常・平宅 山野田木島線
坪山ため池線 坪　山　三　方 高　橋　建　材
高原田元町線 幹　　　　　線 国　道252　号

⑬



◆年末年始の交通事故防止◆
鰯

フが動かす
幹線道路にある交通安全看板　一昭63．11霜条

飲
酒
運
転
の
恐
怖

　
こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
に
か
け
て
、
外
で
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
自
分
の
車
で
出
か
け
て
、
帰
り
は
、
つ
い
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
飲
酒
運
転
の
危
険
は
知
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
ハ
ン
ド
ル

を
握
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
与
え
る
影
響
を

見
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
お
ち
ょ
こ
一
杯
で

　
　
　
理
性
が
失
わ
れ
る

　
酒
を
飲
ん
で
、
酔
っ
た
人
を
よ
く

「
ト
ラ
に
な
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
脳
を
ま
ひ
さ

せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
ま
っ
さ
き
に
ま
ひ
す
る
の
が
理
性

を
つ
か
さ
ど
る
部
分
な
の
で
す
。
理

性
が
失
わ
れ
る
と
、
人
は
だ
ん
だ
ん

獣
に
近
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
ト
ラ

と
い
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
わ
け

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
極
端
に
い

え
ば
、
お
ち
ょ
こ
一
杯
の
酒
で
、
だ

れ
に
で
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
酒
に
強
い
弱
い
と
い
う
の
は
理
性

が
あ
る
か
な
い
か
で
は
な
く
、
脳
が

ア
ル
コ
ー
ル
に
強
い
か
弱
い
か
の
違

い
な
の
で
す
。

　
酒
を
ほ
ん
の
少
し
飲
ん
だ
程
度
で

は
、
運
転
す
る
能
力
に
限
っ
て
い
え

ば
、
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

運
転
に
必
要
な
判
断
力
や
物
を
見
て

考
え
る
力
は
す
で
に
失
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
い
け
な
い
と
知
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
理
性
が
も

う
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
飲
酒
運
転

を
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
　
ビ
ー
ル
一
本
で
も

　
　
　
　
運
転
に
悪
影
響

　
健
康
な
大
人
は
、
普
通
、
酒
を
一

合
く
ら
い
、
ビ
ー
ル
一
本
程
度
で
、

“
ほ
ろ
酔
い
”
と
い
わ
れ
る
状
態
に

な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
理
性
を

失
う
ば
か
り
か
、
運
転
に
必
要
な
能

力
に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
外
の
刺
激
に
ぼ
ん
や
り

し
始
め
て
、
目
に
見
え
て
い
る
も
の

に
だ
ん
だ
ん
反
応
し
な
く
な
り
ま
す
。

一
つ
の
ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い
運
転
が
、

こ
ん
な
状
態
で
さ
れ
る
と
し
た
ら
、

大
変
危
険
で
す
。

　
ま
だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
入
ら
な
い
理

性
が
あ
る
と
き
に
、
酒
を
飲
ん
だ
ら

ど
う
や
っ
て
帰
る
か
を
決
め
て
お
き

そ
の
と
お
り
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
何
よ
り
、
酒
の
席
に
は
車
で
出

か
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
体
内
に
入
る
と

大
半
が
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
肝
臓
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
い
の
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
最
初
に
起

こ
る
肝
臓
障
害
は
、
細
胞
の
中
に
脂

肪
が
た
ま
っ
て
く
る
脂
肪
肝
で
す
。

そ
れ
が
進
む
と
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

そ
し
て
最
後
は
肝
硬
変
に
至
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
肝
硬
変
は
、
ア
ル
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ル
に
よ
っ
て
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
ば
か
り
で

　
　
‘
　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

アルコールを
『百薬の長』

　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
は
、

に
ビ
ー
ル
五
本
、

五
合
を
毎
日
十
年
間
飲
み
続
け
る
か
、

総
量
が
そ
の
程
度
に
な
っ
た
こ
ろ
に

起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

女
性
は
、
そ
の
半
分
か
ら
三
分
の
一

く
ら
い
の
量
で
危
険
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
昔
か
ら
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
“
た
し
な
む
”

む
し
ろ
日
本
人
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
の
肝
硬
変
の

ほ
う
が
ず
っ
と
多

い
の
で
す
。
そ
れ

で
も
全
体
の
三
分

の
一
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
っ
て
起

こ
る
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
硬
変
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
日

あ
る
い
は
日
本
酒

撚す
っ
か
り
定
着
し
た
祝
宴
な
し
の
合
同

竣
工
式
　
1
”
・
18
総
合
セ
ン
タ
ー

程
度
に
と
ど
め
て
お
く
限
り
「
百
薬

の
長
」
と
し
て
の
効
用
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
統
計
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

た
し
な
む
人
は
、
ま
っ
た
く
飲
ま
な

い
人
や
多
量
に
飲
む
人
と
比
べ
て
長

生
き
の
よ
う
で
す
。
血
管
壁
か
ら
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
動
脈
硬
化

を
防
ぐ
と
い
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
良

い
作
用
が
働
く
こ
と
な
ど
が
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
“
た
し
な
む
”
量
は
、
個
人
差
が

あ
り
ま
す
が
、
大
ま
か
な
目
安
と
し

て
は
一
日
に
ビ
ー
ル
な
ら
二
本
、
日

本
酒
な
ら
二
合
（
○
・
三
六
リ
ッ
ト

ル
）
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
ニ

杯
く
ら
い
ま
で
。
こ
れ
を
さ
か
な
と

と
も
に
楽
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
飲
む

こ
と
。
そ
し
て
週
二
日
の
休
肝
日
を

守
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
「
百
薬
の
長
」
の
座
に
据
え
て
お

く
た
め
の
鉄
則
で
す
。

鞭



　
十
一
月
五
日
、
白
倉
小
学
校
体
育

館
で
、
文
化
祭
と
白
倉
自
慢
会
が
い

っ
し
ょ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
文
化
祭
で
は
練
習
を
重
ね
た
合
唱

や
合
奏
の
発
表
と
、
絵
や
習
字
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
楽
会
で
は
児
童
全
員
で
合
唱
し

た
、
夕
焼
け
こ
や
け
の
…
「
赤
と
ん

ぼ
」
に
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
自
慢
会
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
カ
ボ

チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
の
農
産
物
や
、
ギ
ン
ナ
ン
、
丹
精

こ
め
た
菊
、
盆
栽
、
ゴ
マ
な
ど
が
展

示
、
即
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
特
産
品
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
し
め
飾
り
、
“
泳
ぐ

宝
石
”
錦
鯉
も
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
冬

仕
度
、
お
と
う
さ
ん
が
た
は
出
稼
ぎ

に
出
発
し
ま
す
。

難
，
灘

「赤とんぼ」を合唱する、全校児童11人

自
慢
会
で
の
一
コ
マ

白倉発秋も深まり

文化祭と自慢会
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香
り
ゆ
か
し
く

力
作
を
展
示

　
十
一
月
十
一
・
十
二
の
両
日
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
第
十
五
回
町
美
術
展

と
第
一
回
公
民
館
作
品
展
が
合
同
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
に
は
、
お
よ
そ
二
百

七
十
点
ほ
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

観
覧
者
も
多
く
、
盛
況
で
し
た
。

展
示
さ
れ
た
焼
き
物
は

　
　
　
百
四
十
点
あ
ま
り

　
い
ま
ま
で
は
美
術
協
会
の
会
員
が

主
体
と
な
り
、
絵
画
、
書
道
、
写
真

部
門
の
展
示
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
春
か
ら
公
民
館
事
業

で
開
か
れ
た
、
版
画
、
焼
き
物
教
室
の

参
加
者
の
作
品
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
版
画
、
焼
き
物
教
室

で
の
よ
う
す
や
、
作
品
が
で
き
る
ま

で
の
経
過
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
の
形
が
出
来
て
、
残
る
こ

と
が
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
時
間
を

み
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
教
室
に
参
加
す
る
こ

と
は
勇
気
が
い
り
ま
し
た
。
で
も
年

齢
に
関
係
な
い
、
仲
間
が
た
く
さ
ん

で
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
来
年
度
も
各
種
の

教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

あ
な
た
の
手
で
、
「
物
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

麟



岩
瀬
の
小
川
君

　
　
　
N
H
K
で
優
秀
賞

岩
瀬
の
小
川
信
義
君
（
富
行
さ
ん

の
長
男
・
1
9
歳
）
が
、
N
H
K
青
年

灘
灘
懇

鍍
溝
　
　
職
場
の
ロ
ビ
ー
で
入
賞
の

　
　
　
　
喜
び
を
語
る
小
川
君

の
主
張
（
今
回
か
ら
「
青
春
メ
ッ
セ

ー
ジ
90
」
と
改
題
）
新
潟
県
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
小
川
君
は
、
小
千
谷
の
新
潟
三
洋

　
　
ラ

電
子
麻
に
勤
め
て
い
ま
す
。
　
「
犬
の

振
り
見
て
我
が
振
り
直
せ
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
毎
日
、
家
の
飼
い
犬

を
見
な
が
ら
、
自
分
の
気
持
ち
の
推

移を

述
べ
て
い
ま
す
。
や
が
て
犬
に

な
り
た
い
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
の
反

省
か
ら
、
将
来
、
進
む
べ
き
方
向
を

見
い
だ
し
て
い
く
経
過
を
発
表
し
た

も
の
で
す
。

　
新
潟
県
代
表
と
し
て
、
関
東
甲
信

越
大
会
を
経
て
全
国
大
会
へ
と
進
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
君
の
ご
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
蚤
董

ひとり暮らしの

お年寄りご招待

昼食会

　
十
一
月
二
十
旦
・
同
倉
国
際
村
の
渡

辺
エ
リ
カ
さ
ん
（
伊
勢
原
市
）
と
松

本
三
季
さ
ん
（
杉
並
区
）
が
、
町
長

室
を
訪
れ
ま
し
た
。
お
土
産
に
本
場

フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
を
お
持
ち
く
だ

　　　　　　　　　村　　　　　　際　　　　国　　倉膏

・…豊…欝簸灘鞭灘1，、llら・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待　　　　　　　　　　　　　　　　期
　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　流　　　　　　　灘　　　　噛　　　力広

さ
い
ま
し
た
。

　
同
村
の
飲
料
水
は
、
か
っ
て
の
高

倉
小
学
校
井
戸
を
水
源
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
水
量

が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
井
戸
掃
除
を

し
ま
し
た
。
幸
い
、
十
分
な
水
量
を

復
帰
、
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
こ
れ
で
、
避
暑
な
ど
夏
場
に
安
心

し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
利
用
者

を
代
表
し
て
お
二
人
が
表
敬
訪
問
く

だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
序

々
に
国
際
村
の
環

境
整
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。
大
勢
の

利
用
者
か
ら
四
季

を
通
じ
て
お
越
し

に
な
り
、
都
会
の

情
報
や
知
識
の
交

流
を
活
発
に
し
て

　
　
　
き

　
十
一
月
八
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
招
待
昼
食
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
三
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
全
員
が
、
春
と
秋
に
恒
例

と
な
っ
た
こ
の
催
し
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
ご
様

子
で
し
た
。

　
今
回
、
近
く
の
ご
婦
人
お
二
人
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
献
立
も
、

気
持
ち
の
よ
い
ほ
ど
き
れ
い
に
平
ら
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
大
勢
で
談
笑
し
な
が
ら
賞
昧

す
る
こ
と
に
、
意
義
が
あ
る
よ
う
で
す
。

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
町
で
は
、
国
際
村
の
み
な

さ
ん
の
幅
広
い
人
脈
や
知
識
を
通
じ

て
、
成
人
式
な
ど
諸
行
事
の
講
師
を

依
頼
す
る
な
ど
、
文
化
交
流
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し

た
公
式
行
事
や
高
倉
の
人
た
ち
ば
か

り
で
は
な
く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が

も
っ
と
も
っ
と
積
極
的
に
交
流
の
機

会を

広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
そ
れ
が
あ
る
意
味
で
の
「
リ
ゾ

ー
ト
事
業
」
と
い
え
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

胤

、驚
　
博
　
　
一
一

　
　
1
5

“
　
　
　
4
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一
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布オムツで気分さわやか

寝たきり老人援助事業

県下で6番目の取り組み

　
十
一
月
十
日
か
ら
、
　
「
寝
た
き
り

老
人
家
庭
援
助
事
業
」
の
一
つ
と
し

て
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
布
オ

ム
ツ
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
お
年
寄
り
か

ら
清
潔
で
心
地
よ
い
毎
日
を
送
っ
て

も
ら
う
た
め
と
、
家
庭
内
で
介
護
に

あ
た
っ
て
い
る
人
た
ち
の
苦
労
や
経

済
的
負
担
を
軽
く
し
て
、
在
宅
福
祉

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
県
内
で
は
、
新
潟
市
や
佐
渡
郡
、

そ
れ
に
三
島
町
、
出
雲
崎
町
、
小
国

町
に
次
い
で
六
番
目
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
七
人
の
お
年
寄
り

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

蕩
　
　
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
鰺
絵

酬
灘
　
躍
』
・

　
　
対
象
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

　
寄
り
で
、
貸
出
枚
数
は
一
人
一
日
二

　
十
枚
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

　
の
と
こ
ろ
平
均
十
枚
程
度
で
、
町
で

　
訪
問
し
、
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
N

　
使
い
捨
て
の
紙
オ
ム
ツ
カ
多
い
中
、

こ
の
貸
し
出
し
オ
ム
ツ
は
木
綿
製
で
、

幅
四
〇
諺
、
長
さ
二
一
〇
疹
の
床
ず

れ
防
止
用
布
で
で
き
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
専
門
業
者
が
洗
濯
し
ま
す
の

で
、
清
潔
そ
の
も
の
で
す
。
利
用
者

か
ら
は
「
あ
た
た
か
く
、
さ
ら
り
と

し
て
い
て
気
持
ち
が
い
い
」
と
好
評

で
す
。

　
利
用
料
金
は
、
一
枚
二
十
六
円
で

す
。
う
ち
十
三
円
は
県
か
ら
の
補
助

を
充
て
ま
す
の
で
、
実
質
十
三
円
で

す
。
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
福
祉
係

へ
。

　”　　’｝　㌧　　一　一　口▼ノ）　ノ　＼　1・　　’　一一』一　　第1回郡市福祉大会一7．26千手小体育館で
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お
手
伝
い
を
通
し
て

　
世
界
の
中
で
、
日
本
の
子
供
は
一

番
働
か
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
家
計
を
助
け
る
た
め
の
労
働

を
し
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
の
手
伝
い
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
便
利
な
家
庭
生
活
用
品
が
普
及
し
、

電
化
が
進
ん
だ
た
め
に
、
お
ふ
ろ
を

た
く
、
た
き
ぎ
を
拾
い
集
め
る
、
調

理
を
手
伝
う
と
い
う
仕
事
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
に
手
伝
っ

て
も
ら
う
と
、
後
仕
末
が
大
変
だ
と

か
、
手
伝
う
暇
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

時
間
、
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
い
う
親

も
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
達
成
感
を
体
験
し
て
自

信
を
つ
け
る
た
め
に
も
、
家
族
の
た

め
に
自
分
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
う

連
帯
感
を
も
つ
た
め
に
も
、
ま
た
、

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
喜
び

を
覚
え
る
た
め
に
も
、
手
伝
い
は
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
親
が
自
分
で
や
る
こ
と
が
面
倒
な

こ
と
を
子
供
に
や
ら
せ
る
手
伝
い
も

あ
り
ま
す
。
ご
み
を
捨
て
る
、
新
聞

を
取
り
に
行
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
す
。
無
意
昧
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
も
う
少
し
工
夫
と
配
慮
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
達
成
感
と
い
う
の
は
「
で
き
た
」

と
い
う
喜
び
で
す
。
こ
れ
が
得
ら
れ

る
の
は
、
容
易
に
造
作
な
く
で
き
る

こ
と
を
や
り
終
え

た
と
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
着
手
す

る
前
に
多
少
の
不

安
や
た
め
ら
い
が

あ
っ
た
り
、
や
っ

て
い
る
途
中
で
努

力
や
緊
張
が
あ
っ

た
り
す
る
場
合
で

す
。
そ
の
子
供
の

年
齢
か
ら
考
え
て

少
し
難
し
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
、
そ

の
子
供
に
と
っ
て

初
め
て
の
こ
と
を

苦
労
し
て
遂
行
し

m．29千手小学校文化祭
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た
場
合
で
す
。

　
年
齢
に
よ
っ
て
違
う
の
で
具
体
的

に
そ
の
内
容
を
示
す
の
は
困
難
で
す

が
、
近
所
の
店
に
買
い
物
に
い
く
な

ど
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
励
ま

し
て
や
ら
せ
、
う
ま
く
で
き
た
と
き

に
褒
め
、
子
供
の
心
に
成
長
感
を
自

覚
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
あ
る
町
角
の
風
景
で
す
。
ポ
ス
ト

の
前
で
、
は
が
き
を
持
っ
た
四
つ
く

ら
い
の
子
供
が
つ
ま
先
で
立
ち
、
手

を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し
て
投
か
ん

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
で
母

親
が
じ
っ
と
見
守
っ
て
い
ま
す
。
や

っ
と
届
い
て
は
が
き
が
入
り
、
子
供

は
母
親
を
見
て
に
っ
こ
り
と
笑
い
ま

し
た
。
達
成
体
験
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
い
う
の
で
す
。

麟
曝

麟



　仙
　田
　は
岩

瀬大
金村
子だ
　つ
幸た
作

　
経
済
更
正
指
定
村

　
農
村
精
神
の
作
興
と
農
家
の
生
活

安
定
を
合
い
こ
と
ば
に
、
仙
田
村
が

県
の
「
経
済
更
正
指
定
村
」
を
受
け

た
の
は
昭
和
十
一
年
の
春
で
あ
る
。

多
角
的
な
農
業
経
営
で
、
農
家
の
収

入
を
増
加
す
る
た
め
の
事
業
が
五
力

年
計
画
で
推
進
さ
れ
た
。

　
米
、
繭
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ユ
リ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
綿
花
、
芋
類
、

薪
炭
、
わ
ら
細
工
が
飛
躍
的
に
増
産

さ
れ
、
牛
、
馬
、
豚
、
ヤ
ギ
、
メ
ン

ヨ
ウ
、
タ
ヌ
キ
、
鶏
、
ウ
サ
ギ
の
飼

養
が
盛
ん
に
な
る
。

　
人
ロ
七
千
人
に
せ
ま
る

　
挙
村
一
致
の
勤
倹
、
貯
蓄
と
、
愛

村
観
念
を
呼
び
か
け
た
か
い
も
あ
っ

て
、
指
定
が
解
け
た
十
六
年
に
は
、

戦
時
体
制
下
で
仙
田
村
の
全
盛
時
代

を
現
出
す
る
。
と
き
の
村
長
増
田
克

治
が
、
村
会
に
報
告
し
た
こ
の
年
の

世
帯
数
は
一
千
を
越
え
、
人
口
は
七

千
人
に
せ
ま
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

　
「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」
の
国
策
や

疎
開
者
の
転
入
で
、
村
の
人
口
は
十

七
年
以
後
も
増
加
し
た
か
に
見
え
る
。

し
か
し
、
当
時
の
仙
田
村
は
満
州
分

村
に
動
い
て
移
民
に
力
を
入
れ
、
召

集
や
徴
用
も
あ
い
次
い
で
十
六
年
を

う
わ
ま
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
若
い
男
女
が
あ
ふ
れ
る

　
戦
後
の
人
口
は
、
復
員
や
引
揚
げ

が
一
段
落
し
た
二
十
五
年
が
ピ
ー
ク

に
な
る
。
疎
開
者
も
ま
だ
大
半
が
残

留
し
て
夫
や
子
を
迎
え
、
ど
こ
の
集

落
も
祝
言
ば
や
り
で
空
前
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
。
妊
娠
届
に
来

た
ア
ネ
サ
が
役
場
の
窓
口
に
列
を
つ

く
り
、
衛
生
係
は
、
母
子
手
帳
の
交

付
や
検
診
で
繁
忙
の
毎
日
が
続
く
。

　
二
十
年
代
の
後
半
は
、
ム
ラ
中
に

若
い
男
女
が
あ
ふ
れ
て
農
家
の
二
、

三
男
対
策
が
問
題
に
な
る
。
児
童
、

生
徒
の
増
加
で
小
・
中
学
校
が
せ
ま

く
な
り
、
教
員
住
宅
や
物
置
が
に
わ

か
作
り
の
教
室
に
衣
が
え
す
る
。

　
大
貝
を
上
小
国
村
へ
分
村
（
二
十

七
年
）
し
た
と
き
は
、
村
が
ジ
リ
貧

に
な
る
よ
う
で
嫌
な
予
感
が
し
た
。

合
併
直
前
の
仙
田
村
に
、
松
代
町
の

荒
瀬
や
天
王
が
編
入
さ
れ
た
と
き
は
、

い
ち
ま
つ
の
希
望
が
わ
い
た
。

　
挙
家
離
村
は
じ
ま
る

　
三
十
一
年
九
月
一
日
に
川
西
町
が

誕
生
す
る
と
、
干
手
町
や
上
野
村
、

橘
村
と
共
に
、
仙
田
村
も
長
い
歴
史

の
幕
を
閑
じ
る
。
合
併
時
の
仙
田
村

は
、
世
帯
数
と
人
口
が
ほ
か
の
三
町

村
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
。
こ

の
年
、
虫
が
知
ら
せ
た
の
か
、
大
倉
、

赤
谷
、
室
島
、
田
戸
に
転
出
の
火
の

手
が
上
が
り
、
挙
家
離
村
の
は
し
り

で
三
戸
が
仙
田
を
あ
と
に
す
る
。

　
三
十
二
年
に
四
戸
、
三
十
三
年
に

三
戸
が
転
出
し
、
三
十
四
年
に
は
越

ケ
沢
に
飛
び
火
し
て
八
戸
が
転
出
。

三
十
五
年
は
室
島
、
赤
谷
が
中
心
で

六
戸
、
三
十
六
年
は
桐
山
と
中
仙
田

に
広
が
っ
て
九
戸
、
三
十
七
年
に
は

室
島
六
、
赤
谷
四
を
先
頭
に
二
〇
戸

が
村
を
離
れ
る
。
こ
の
異
常
な
現
象

を
、
　
「
離
村
者
が
あ
れ
ば
、
不
便
な

耕
地
が
そ
れ
だ
け
と
う
た
さ
れ
て
ム

ラ
が
楽
に
な
る
」
と
評
価
す
る
人
も

あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
考
え
が
仙
田

を
窮
地
に
追
い
込
む
結
果
に
な
る
。

　
あ
わ
れ
コ
ス
モ
ス

　
三
十
八
年
に
一
九
戸
、
三
十
九
年

に
二
二
戸
、
四
十
年
に
は
全
集
落
に

波
及
し
て
一
五
戸
が
離
村
。
四
十
一

年
に
一
二
戸
、
四
十
二
年
に
は
八
戸

が
離
村
し
、
桐
山
は
松
代
町
に
分
町

す
る
。
四
十
三
年
に
エ
ハ
戸
、
四
十

四
年
に
は
一
二
戸
が
離
村
す
る
。

　
四
十
五
年
は
高
倉
一
六
、
赤
谷
六
、

岩
瀬
五
、
霧
谷
五
、
中
仙
田
三
、
大

倉
三
、
小
脇
三
、
田
戸
三
、
室
島
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

越
ケ
沢
二
、
大
白
倉
二
、
小
白
倉
一
　
　
」
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

と
な
り
、
離
村
五
四
戸
（
三
戸
不
詳
）
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

を
数
え
て
最
悪
の
事
態
と
な
る
。
　
　
点
下

離
村
は
集
落
が
さ
び
れ
る
前
兆
で
灘

あ
る
の
に
、
常
会
等
の
席
で
討
究
さ
集
仲

れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
．
新
天
地
摩

へ
の
雄
飛
を
断
念
さ
せ
る
権
限
は
、
　
越
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
つ

ム
ラ
の
衆
の
だ
れ
に
も
な
か
っ
た
か
て
走

ら
で
あ
る
。
出
て
行
く
人
は
、
伝
来
b
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス

の
資
産
を
人
知
れ
ず
処
分
し
、
あ
る
　
　
・
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

日
、
希
望
に
も
え
て
「
ハ
チ
ャ
、
サ

イ
ナ
ラ
」
と
い
う
仕
儀
に
な
っ
た
。

　
残
る
住
居
の
仕
末
は
、
在
住
の
身

内
や
業
者
に
任
さ
れ
た
例
が
多
い
。

何
百
年
も
の
間
、
風
雪
に
耐
え
て
き

た
カ
ヤ
家
の
グ
シ
が
無
情
に
く
ず
れ

落
ち
た
。
庭
の
コ
ス
モ
ス
が
柱
や
壁

土
で
埋
ま
り
、
ど
す
黒
い
煙
が
近
隣

の
空
に
舞
い
上
が
っ
た
。

　
夢
よ
も
う
一
度

　
離
村
は
な
お
も
続
く
。
四
十
六
年

に
は
大
自
倉
九
、
赤
谷
五
、
岩
瀬
五
、

高
倉
四
、
越
ケ
沢
三
、
藤
沢
と
田
戸

で
各
二
、
小
脇
、
霧
谷
、
小
白
倉
が

仙田地区の昭和16年当時と

現在の世帯数・人口の比較

各
一
戸
で
三
六
戸
を
数
え
る
。
以
後

は
四
十
七
年
に
二
四
戸
、
四
十
八
年

に
二
二
戸
、
四
十
九
年
に
一
四
戸
を

数
え
、
こ
の
年
、
霧
谷
が
平
見
、
星

名
新
田
と
共
に
閉
村
す
る
。
こ
の
あ

と
五
十
年
に
九
戸
、
五
十
一
年
に
四

戸
、
五
十
二
年
に
七
戸
、
五
十
三
年

に
五
戸
が
離
村
。
五
十
四
年
以
後
は

下
降
線
を
た
ど
り
、
六
十
年
に
越
ケ

沢
が
消
え
て
現
在
に
至
る
。

　
い
ま
仙
田
に
、
　
「
山
村
留
学
で
村

お
こ
し
」
の
話
が
も
ち
上
が
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
、
昔
日
の
繁
栄

を
呼
び
も
ど
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

町内名
世帯数 人　　ロ

昭16 平元10 昭16 平元10 比較％

中仙田 158 川 925 413 44．6

室島 126 58 815 221 27．1

桐山 19 164

小脇 28 16 204 54 26．5

高倉 80 20 552 68 12．3

霧谷 20 0 120 0 0
藤沢 53 1 375 3

0．8

田戸 62 22 441 64 14．5

越ケ沢 46 0 291 0 0
赤谷 103 54 670 226 33．7

岩瀬 87 52 611 205 33．6

大倉 37 6 268 14 5．2

大白倉 62 28 407 86 21．1

小白倉 90 47 585 162 22．7

大貝 36 264

計 1，007 415 6，692 1，516 22．7



〃よいけい

　つ

“5）

る

書

さ
ノ
ん

思

い
出
の

ふ
る
さ

三
条
市

　
八
月
に
長
岡
・
宮
内
で
、
田
村
才

一
郎
さ
ん
（
山
野
田
）
に
お
会
い
し

ま
し
た
。
そ
の
折
、
広
報
送
付
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
二
日
後
に
頂

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

押
木
英
一
（
発
電
所
通
り
西
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

　
広
報
発
行
に

佐
藤
良
治
（
三
条
市
）
　
　
二
万
円

和
久
井
久
四
（
市
川
市
）
　
五
千
円

　
社
会
福
祉
に

西
野
美
枝
（
練
馬
区
）
　
　
五
千
円

　
　
　
善

と

佐
藤
良
治
さ
ん

　
　
　
　
　
（
霧
谷
出
身
）

き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
盆
過
ぎ
に
は
、
小
学
校
の
同
級

会
が
あ
り
、
相
国
寺
を
お
参
り
し
て

き
ま
し
た
。
道
中
、
各
集
落
の
家
々

が
改
造
さ
れ
、
見
違
え
る
よ
う
で
し

た
。
ま
た
、
道
路
の
良
く
な
っ
た
こ

と
は
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
町
長
さ

ん
は
じ
め
住
民
の
ご
協
力
の
結
果
と

感
心
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、
四
十
数
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
召
集
は
、
当
時
の

仙
田
村
か
ら
岩
瀬
、
赤
谷
、
室
島
、

霧
谷
の
各
一
人
ず
つ
の
四
人
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
岩
瀬
の
小
川
君
と
赤
谷

の
登
坂
君
は
、
戦
死
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
残
念
で
す
。

　
私
も
、
食
糧
難
時
代
を
経
な
が
ら

金
物
卸
商
と
し
て
こ
こ
に
落
ち
着
い

て
か
ら
二
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

最
近
は
、
三
年
に
一
度
く
ら
い
し
か

帰
省
し
ま
せ
ん
が
、
年
と
と
も
に
ふ

る
さ
と
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
霧
谷
の
主
要
な
耕
作
地
だ
っ
た
所

は
、
ご
み
捨
て
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
小
屋
の
近
く
に
私
の
田
も
四
、

五
枚
あ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
今
は
、
峰
伝
い
に
道
路
が
走

り
、
春
は
山
菜
、
秋
は
紅
葉
を
楽
し

む
コ
ー
ス
と
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
川
西
町
と
十
日
町
市
の
生
活
に

不
可
欠
な
地
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
私
ど
も
の
離
村
が
、

少
な
か
ら
ず
役
立
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
頂
上
へ
登
る
と
八
海
山
の
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
昔
、
高
倉
の
人
た
ち
が

建
て
た
の
だ
そ
う
で
す
。
天
気
の
良

い
日
は
、
こ
こ
か
ら
佐
度
が
島
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
っ
て
東
側
の
斜
面
は
、
沖
立
と

の
共
有
地
で
し
た
。
そ
の
間
に
田
が

点
在
し
、
五
世
帯
が
耕
し
て
い
ま
し

た
。
字
名
を
「
日
向
」
と
い
い
、
文

字
ど
お
り
朝
か
ら
晩
ま
で
日
の
当
た

る
最
高
の
耕
作
地
で
し
た
。
一
日
の

農
作
業
を
終
わ
り
、
星
空
を
仰
ぎ
な

が
ら
十
日
町
の
灯
火
を
眺
め
る
の
は

格
別
で
し
た
。
一
方
、
桐
山
を
見
な

が
ら
そ
の
先
の
黒
姫
山
を
望
む
眺
望

も
最
高
で
し
た
。
あ
の
地
で
暮
ら
し

た
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
懐
か
し

い
風
景
で
す
。
と
き
ど
き
、
仙
田
村

を
思
い
、
ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

最
後
に
、
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

r柏崎日記』の

終結を惜しむ

大和市鑓田キヨヱさん
　　　　　　（野ロ出身）

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
十
月
号
拝
見

し
ま
し
た
。

　
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
星
名
さ
ん
、

川
中
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
、
銀
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
共
に
忍
耐

強
く
訓
練
さ
れ
た
た
ま
も
の
と
存
じ

ま
す
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か

ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
哨
柏
崎
日
記
」
が
終
わ

っ
て
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
毎
号
楽

し
み
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
ご
健
筆
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
「
は
い
け
い
」
欄
に
、
ま
た
載
せ

て
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
記

念
の
お
品
も
有
り
難
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
友
人
に
も
一
部
上
げ
ま
し
た
と
こ

ろ
「
こ
ん
な
ふ
う
に
書
い
て
く
れ
た

の
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
次

は
ど
こ
に
旅
し
よ
う
か
…
…
相
談
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
き
の
う
、
山
形
県
の
友
人
が
来
て

一
泊
し
ま
し
た
。
鳥
海
山
や
月
山
は

も
う
雪
と
か
。
新
幹
線
で
来
た
の
で

［
湯
沢
や
八
海
山
は
ど
う
だ
っ
た
？
」

と
聞
い
た
ら
、
あ
の
辺
は
眠
っ
て
い

た
と
の
こ
と
、
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　
き
ょ
う
は
、
冷
い
雨
で
鉢
植
の
紫

式
部
の
小
さ
い
実
が
鮮
や
か
で
す
。

故
郷
の
大
畑
の
杉
林
で
見
た
子
供
の

こ
ろ
が
、
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
晴
れ

た
日
の
大
林
や
赤
坂
の
紅
葉
の
美
し

か
っ
た
こ
と
も
、
ま
ぶ
た
に
浮
か
び

ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
野
沢
菜
や
大
根
の
取
り

入
れ
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
と

し
の
冬
は
、
き
び
し
い
と
報
ぜ
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
み
な
様
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
故
郷
の
町
の
発
展
を
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。

　
小
学
校
脇
か
ら
小
白
倉
を
望
む

趨



た！かつよ

年金がもらえる

　
「
私
は
年
金
を
も
ら
え
る
ん
で
し

ょ
う
か
？
」
先
日
、
六
十
二
歳
に
な

る
A
さ
ん
が
、
心
配
顔
で
役
場
の
窓

口
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
A
さ
ん
は
、
四
十
五
歳
ご
ろ
か
ら

自
営
で
商
売
を
始
め
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
収
入
が
不
安
定
で
、
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
た
た
め
、

年
金
を
あ
き
ら
め
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
同
じ
よ
う
な
年

代
の
人
た
ち
か
ら
「
年
金
で
孫
に
お

も
ち
ゃ
を
買
っ
て
や
っ
た
」
と
か
、

「
年
金
で
旅
行
し
て
き
た
」
と
い
う

話
を
聞
き
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て

い
ま
し
た
。
何
と
か
自
分
も
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
役

町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
”
1
0
・
2
3
庚
塚
腫

麟脚韓

騰

麗
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灘纏

場
を
訪
れ
た
の
で
し
た
。

　
A
さ
ん
は
、
昭
和
二
年
生
ま
れ
で

す
か
ら
、
二
十
二
年
間
保
険
料
を
納

め
て
い
れ
ば
、
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
A
さ
ん
の
過
去
の
記
録
で
は
、
保

険
料
納
入
期
間
が
十
六
年
、
申
請
免

除
の
期
間
が
四
年
で
合
わ
せ
て
二
十

年
間
の
納
付
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
二
年
間
の
不
足
分
を
、
任

意
加
入
（
六
十
歳
－
六
十
五
歳
の
間

に
不
足
期
間
分
を
納
付
で
き
る
）
し

て
不
足
分
を
補
え
ば
年
金
が
も
ら
え

る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
　
「
よ
か
っ

た
！
」
と
大
喜
び
で
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
”
住
民
係

〈
白
倉
小
学
校
ー

趣

中村蔵幸君2年田中香奈子さん6年

桐生和久君2年

4
年
　
江
口
　
洋
君5

年
　
江
口
良
太
君

片桐八千代さん

中村光宏君3年（1月号は川西中学校です）

2年



　
　
役
場
二
階
事
務
室

　
　
右
が
戸
籍
、
年
金
、
国
保

　
　
左
が
会
計
、
税
務
で
す

　
町
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
年
金
は
、
最
初
の
納
期
に
一
年
分

を
全
納
す
る
と
、
一
定
の
率
で
割
り

引
き
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
以
降
、
新
た
に
全
納

制
度
を
希
望
す
る
方
は
、
口
座
振
替

依
頼
書
の
書
き
換
え
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
を
し
て
い
る
金
融
機
関
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
平
成
元
年
度
は
、
納
入
通
知
書
を

出
し
て
か
ら
全
納
を
申
し
込
ま
れ
た

方
が
あ
り
ま
し
た
が
、
電
算
へ
の
入

力
時
間
の
不
足
か
ら
受
け
付
け
で
き

ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
次
回
か
ら
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
よ
う
早
目
に
事
務
手
続
き
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
希
望

町税などの全納割り引き

早目に申し込みを

者
は
、
遅
く
と
も
二
月
中
旬
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
全
納
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
変
更
が
な
い
限
り
届
出
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
“
税
務
課

湯
治
は
最
高

　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
始
め
た
、

県
内
で
は
川
西
町
だ
け
と
い
う
湯
治

の
助
成
事
業
が
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
の
対
象
者
は
、
六

十
五
歳
以
上
の
町
民
で
、
一
回
の
湯

治
が
三
泊
以
上
の
人
に
一
泊
当
た
り

体心

千
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
四
百
三
十
人
、
延
べ

二
千
八
百
泊
ほ
ど
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
最
近
は
団
体
で
の
利

用
が
増
え
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
二
日
、
上
野
鉱
泉
（
塩

沢
町
）
の
湯
治
場
に
行
っ
て
み
ま
し

上野鉱泉の湯治場で一11．22一

のの

休洗

養濯

た
。
こ
の
日
は
、
町
か
ら
十
四
人
の

方
々
が
こ
の
湯
治
場
に
来
て
い
ま
し

た
。　

越
冬
用
野
菜
の
取
り
入
れ
や
、
冬

囲
い
を
全
部
済
ま
せ
て
や
っ
て
来
ま

し
た
。
遠
足
に
行
く
子
供
と
同
じ
よ

う
に
、
夏
か
ら
指
を
折
っ
て
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
来
る
と
、
仕
事
も
見
え
な

い
し
静
か
で
、
ゆ
っ
く
り
休
め
ま
す
。

　
一
日
に
三
、
四
回
ほ
ど
お
湯
に
入

り
ま
す
。
来
る
前
は
ヒ
ザ
が
痛
く
困

っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
湯
が
効
い
て
、

座
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
知
ら
な
い
人
と
も
友
達
に
な
り
、

天
気
の
良
い
日
に
は
、
散
歩
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

や
、

覇
千
円
の
助
成
は
・
奏
あ
り
誘

力
た
い
こ
と
で
す
．
川
西
町
だ
け
と
麗

麓
撰
搬
耀
村
の
露

み
な
さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で
利
用
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
心
と
体
の
休
養
爾
臨

保
係
ま
で
。

魯
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小
根
岸

小
千
谷
市
か
ら

寺
ケ
崎

韓
国
か
ら

中
島
町

赤
谷
か
ら

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
（
邦
雄
）
仁
田

　
　
　
　
　
　
（
本
人
）
元
町

　
　
　
　
　
　
　
健
）
田
戸

星
名
イ
サ
87
（
着
夫
）
木
島

山
口
同
橋
　
ト
ク
87
（
利
一
）
高
原
田

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
け
ん
し
ろ
う

丸
山
健
志
郎

　
　
　
ま
さ
る

山
家
　
　
大

蔵
品
ち
づ
る

　
　
　
ひ
ろ
き

渡
部
大
樹

風
動
く
鶏
頭
重
く
吹
か
れ
お
り

合
わ
せ
た
る
文
殊
菩
薩
の
掌
に
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

赤
と
ん
ぼ
と
ぶ
空
の
上
の
飛
行
雲

共
に
老
い
野
菊
の
道
を
語
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
寛
平

移
ろ
い
の
早
き
小
春
の
莚
曳
く

三
代
の
古
り
石
臼
の
茎
の
石

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

大
熊
手
売
れ
し
手
締
の
ひ
び
き
お
り

綿
虫
の
近
く
に
舞
い
て
波
郷
の
忌

　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

虹
の
輪
に
入
り
夕
映
え
の
紅
葉
山

遠
く
よ
り
底
響
き
し
て
雪
お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

仕
分
け
す
る
歳
暮
の
山
や
配
送
所

遅
番
の
星
空
仰
ぎ
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
　
　
　
板
橋
区
　
田
中
優
美

仏
前
に
賞
を
貰
い
し
菊
二
輪

お
そ
播
き
の
青
首
大
根
細
長
し

　
　
　
　
　
八
王
子
市
田
中
ひ
さ

ぬ
か
焼
き
の
煙
た
だ
よ
い
小
春
暮
れ

初
雪
の
来
ぬ
う
ち
囲
い
急
が
ね
ば

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

貞秀幸保三勝智晃
　　　　枝
子樹代夫子一恵市

長
男
高
原
田

二
男
木
落

二
女
霜
条

二
男
原
田

　
　
　
　
　
糞
小
わ
に
レ

　
　
　
　
“
、
　
　
俳
項

　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

○
ど
ん
ぐ
り
の
燃
え
残
り
た
る
焚
火
跡

　
落
葉
掃
く
老
い
た
る
母
の
背
の
ま
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

〇
山
茶
花
の
花
び
ら
白
き
雪
白
き

　
山
茶
花
の
花
多
き
ま
ま
囲
い
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
池
の
底
澄
み
た
る
水
に
菜
を
洗
う

　
雨
音
の
あ
ら
れ
と
変
る
夜
の
寒
さ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
萱
刈
り
て
真
向
い
に
あ
り
八
海
山

　
こ
ん
に
ゃ
く
の
簾
干
あ
り
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

　
須
嬰
の
間
の
八
十
年
や
菊
枯
る
る

　
ふ
と
こ
ろ
手
わ
れ
も
一
人
や
後
の
月

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
高
野
仙
蒼
子

　
湯
の
宿
の
太
文
字
傘
や
雪
時
雨

　
注
連
張
り
と
い
う
餅
が
着
き
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
　
頼
太

夕
映
え
て
白
菊
ま
ろ
く
盛
り
上
が
り

ふ
る
さ
と
に
来
て
し
み
じ
み
と
天
の
川

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

菊
薫
る
玄
関
広
き
新
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

山
路
ゆ
く
し
づ
か
に
肩
に
散
る
紅
葉

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

冴
え
返
る
朝
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
踏
む

　
　
　
　
　
府
中
市
野
口
東
風

合
羽
着
て
震
と
な
り
し
大
根
取
り

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

温
泉
地
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

ぎ
っ
し
り
と
狭
き
玄
関
鉢
囲
う

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

山
茶
花
の
花
散
ら
さ
じ
と
囲
い
組
む

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

肌
を
さ
す
風
の
寒
さ
も
雪
間
近
か

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢

俳
友
と
集
う
い
で
湯
の
温
め
酒

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤

山
畑
の
囲
い
し
桐
を
残
す
の
み

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

寅　　壮　　は
生　　一　　や

㊥

新
年
俳
句
募
集

　
　
　
　
12
月
2
5
日
必
着

◎
題
飾
　
新
年
の
飾
り
で
あ
る

　
　
　
　
お
飾
り
、
注
連
飾
り
、
輪

　
　
　
　
飾
等

室
咲
箋
で
薫
菰

　
　
　
　
の
梅
等

　
　
新
年
雑
詠

◎
は
が
き
一
枚
に
五
旬
以
内

◎
町
内
名
、
氏
名
を
明
記
（
稚
号

　
の
人
は
本
名
も
）

◎
役
場
内
文
書
広
報
係
か
、

　
中
央
町
太
田
白
南
風
あ
て

◎
入
賞
者
に
は
、
記
念
品
贈
呈

　　　圃休日救急医一
12月17日大坪医院（四日町）　費57－6100

　23日至誠堂医院（西浦町）　奮52－3276

　24日中条病院（中条）　君57－3018
　29日富田医院（神明町）　奮52－3269
　30日大島医院（川原町）　a52－2957

　31日山口医院（下条）　855－2003
1月　1日至誠堂医院（西浦町）　852－3276

　　2日池田医院（本町西）　智52－2581
　　3日庭野医院（寿町）　費52－27”
　　7日千手診療所（中央町）　a68－2034

中
屋
敷
の
数
藤
さ
ん
ら

十
一
人
に
俳
壇
奨
励
賞

　
本
紙
創
刊
以
来
ず
っ
と
続
い
て
い

る
「
か
わ
に
し
俳
壇
ご
は
、
熱
心
な

投
稿
者
の
お
か
げ
で
、
ま
す
ま
す
充

実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
去
年
新
設
し
た
「
奨
励
賞
」
を
、
こ

と
し
も
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
間
一
回
も
休
ま
ず
ご
投
稿
く

だ
さ
っ
た
次
の
方
が
た
が
、
受
賞
者

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
”
順
不
同
、
敬
称
略
”

水
品
　
律
（
三
領
）

星
名
　
星
光
（
霜
条
）

金
子
　
桂
吉
（
伊
勢
原
市
）

小
川
　
益
栄
（
岩
瀬
）

高
野
仙
蒼
子
（
中
仙
田
）

桑串騰案

和ひ　壮石
人さ幸一平

　
江
口
み
ゆ
き

　
こ
の
賞
は
、
今
後
も
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
倉
）

（
中
屋
敷
）

（
野
口
）

（
八
王
子
市
）

（
高
倉
）

（
小
白
倉
）

／


